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○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡB） 到達目標の観点 到達目標

2025年度 授業シラバスの詳細内容

20点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 2 年 / 後期

ナンバリングコード E21202
　大分類 / 難易度
　科目分野

経営経済学科 専門科目 / 標準レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】
業界・企業研究への意欲を有し、かつ学習態度が良好である
こと

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

各業界及び主要企業に関する基礎的な理解があること
複式簿記の基礎に関する理解があること 60点必修

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

各業界及び主要企業に関する基礎的事項について説明でき
ること 10点

　コース必修科目のほか、簿記原理、会社簿記、原価計算論Ａ／Ｂの履修を前提として授業を行い
ます。

授業コード E002563 　クラス名 長﨑ゼミ

担当教員名 長﨑　浩介

（３）アクティブ・ラーニング 「該当なし」

履修上の注意、
履修条件

1．理由のない遅刻・欠席は、減点又は単位不認定の対象とします。
2．原則として毎回課題を課します。課題を期限までに提出しない場合は、減点の対象とします。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
　期末試験60点、提出物20点及び平常点20点（合計100点）を満点として成績を評価します。
　開講期間中に、日本商工会議所主催簿記検定試験の指定級に合格した者は、上記の成績評価に加点します。
　理由のない欠席は、上記の成績評価から減点します。欠席が2回を超えた場合、単位を認定しません。
　課題のフィードバックは、次回以降の授業において行います。

教科書

【思考・判断・創造】 各業界及び主要企業の状況について比較・分析できること 10点

『会社四季報 業界地図 2026年版』東洋経済新報社、2025年

参考文献及び指定図書 「その他」欄を参照

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

　地方自治体において監査、団体検査、中小企業支援等の行政事務に従事

○その他

授業の目的

　ゼミナールⅢにおいて財務諸表分析を学習する準備として、日本の主要な企業について業界別
に「業界地図」を読み進め、企業活動の全体像を理解します。
　併せて、ゼミナールⅡAから引き続いて、基礎的な簿記学力の定着を図ります。

　指定図書
　桑原知之『日商簿記3級とおるテキスト（第3版）』ネットスクール出版、2022年
　ネットスクール『日商簿記検定模擬試験問題集（2025年度版）』ネットスクール出版、2025年

授業の概要

　授業では、日本の主要な企業について「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプ
ロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　期末試験においては、日商簿記検定3級程度の問題を出題し、基礎的な簿記学力が定着してい
るかどうかを確認します。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「該当しない」



科 目 名 授業コード E002563 科 目 名 授業コード E002563
担当教員 担当教員

１. 9.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

２. 10.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

3. 11.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

4. 12.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

5. 13.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

6. 14.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

7. 15.

約2時間 約2時間
約2時間 約2時間

８. 16.

約2時間
約2時間

2025年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

ガイダンス／業界別企業研究① 業界別企業研究⑦

○授業計画
ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡB）

○授業計画
ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡB）

長﨑　浩介 長﨑　浩介

復習 今後の業界別企業研究の手順について確認する。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

業界別企業研究② 業界別企業研究⑧

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　第1回では、ゼミ（業界別企業研究）の進め方について説明するとともに、第1回の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 指定教科書を通読する。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

業界別企業研究③ 業界別企業研究⑨

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 課題を作成する。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

業界別企業研究④ 業界別企業研究⑩

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 課題を作成する。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

業界別企業研究⑤ 業界別企業研究⑪

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 課題を作成する。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

企業連携ゼミ① 業界別企業研究⑫

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 課題を作成する。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

業界別企業研究⑥ 業界別企業研究⑬／振り返り

　企業の担当者から、業界の仕組みと企業での仕事の内容についてご講義をいただきます。ご協力いただく企業と具体的な
内容については、開講後にお知らせします。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

予習 課題を作成する。 予習 課題を作成する。

復習 配布資料（プリント）を見直す。練習問題を解き直す。 復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。

企業連携ゼミ② 期末試験

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
　前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、次回提出の課題を出題します。

　「業界地図」を参照しながら、各業界の構造、各企業のプロフィールと「儲けの仕組み」を理解します。
前回出題した課題をもとに理解度テスト及び教員からの補足コメントを行うとともに、後期ゼミ全体を通じた振り返りを行いま
す。

予習 配布資料（プリント）を事前に読み込む。キーワードについて自分で調べる。 予習 課題を作成する。

復習 返却された課題を見直す。理解度テストを見直す。 復習

　企業の担当者から、業界の仕組みと企業での仕事の内容についてご講義をいただきます。ご協力いただく企業と具体的な
内容については、開講後にお知らせします。

　実施方法等については、授業内でお知らせします。

予習 課題を作成する。 予習


